










要約:虎の門病院産婦人科を受診した妊婦および遺伝外来を受診し羊水検査を行った妊婦

を対象に,1)1377例の妊婦の母体血中α一fetoproteinを測定し,うち正常分娩に至った症

例を基に妊娠 5か月に於る週数毎の中央値を求めた。2)この値を基に,0`5MOM,2`5MOM をカ

ットオフ値として胎児異常のスクリーニングを行いその有用性を明らかにした。3)妊娠 5

～6 か月の 968 例を対象に超音波断層法による胎児異常のスクリーニングを行いその有用

性を明らかにした。4)α一 fetoprotein と超音波断層法を組み合せれば先天性神経管障害

のみならず広範な種類の先天異常のマススクリーニングが可能と考えられた。 


